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１．研究の背景と目的 

 路地は生活に密着した空間であり、住人による領域化

が進みやすく 1）、公的と私的の両方の雰囲気を持ち合わ

せる場である。路地はコミュニティの基盤となっており、

まちづくりにおいて重要な社会生活の場であると捉えら

れる。 

 路地ではさまざまな課題や利点が存在する。特に細街

路では、災害時の避難や緊急車両の通行に関する支障等

の防災上の問題や車の進入による交通安全性の問題など

が挙げられる一方で、優れたまちなみ景観の資源となり

得る2）。細街路の多い京都市における実態調査3）では、

形態や形成過程など多彩なバリエーションがあり、住民

の思い入れが強いと示されていることからも、まちづく

りや環境整備においては、住民の路地環境に対する認識

を明らかにしていく必要がある。また、多様な価値観が

存在する現代社会においては、想定される既存の主要な

課題に加え、居住者の印象や考え等の情報を把握してい

くことが新しい課題の発見につながると考えられる。 

 以上の問題意識のもと、本稿では、居住環境の路地に

関する住民の意見を把握し、路地環境の認識や課題点を

検討する。 

 

２．研究の方法 

（1）アンケート調査 

 路地に関する住民意識を把握するためアンケート調査

を行った。路地の多い京都市中心市街地の中京区、上京

区、北区を調査地域とし、126 の路地註 1）に接する住戸

1000軒に配布した。路地環境についての選択項目と自宅

前の路地に関して感じていることや気づいたことについ

て自由記述による回答を得た。票の回収数は 278件（回

収率 27.8％）であり、自由記述による回答は 120件であ

る。回答者の男女比は、男性 40.3％、女性 59.7％である。 
（2）分析方法 

路地に関する記述回答の質的データは、テキストデー

タを分解し、その構造を数量的に解析するテキストマイ

ニングによる対応分析、クラスター分析により分析した。

テ キ ス ト 型 デ ー タ 解 析 ソ フ ト 「 WordMiner 
version1.150」を用いた。まず、テキストデータを単語

へと分割し、助詞、接続詞、記号や句読点を除きキーワ

ードを抽出することで、文章の構成要素を把握した。構

成要素をまとめるために同種のキーワードを統一する置

換を行った。例えば、「いっぱい」、「多い」、「多く」、「多

さ」等の用語の統一し、「子供」、「こども」等の漢字と平

仮名を変換し、「植木鉢」、「鉢」等の言いまわしは「鉢植

え」に置換した。得られた構成要素のうち、頻度 2以上

のものを対象に対応分析を行い、得られた成分スコアを

基にクラスター分析を行い、構成要素の類型化を行った。 
 
３．分析結果 

（1）路地についての意見 

 住民の自宅前の路地に関する考えを把握する。自由記

述により得られたテキストデータの分かち書き数は

3804 であり、キーワード数は 1003、総処理文字数（原

文文字数）は 7138 である。キーワードの統一や置換後

のキーワード数は 135で構成要素数は 742 となった。 
 最も出現頻度の高いキーワードは、「路地」であり、

29 名が記述し 35回出現していた。ついで、「車」、「通る」、

「家」、「多い」が多数出現した。頻出上位のキーワード

の要素数を図1に記載する。 
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図 1 自宅前の路地に関する意見の頻出キーワード 

 
 「多い」とのキーワードが示す対象は何かを探るため、

「多い」が記述されたテキストからその対象を調べた。

その結果、「交通量（車、含む）」が 10 と最も多く、つ

いで「鉢植え」が 6、「（犬や猫の）糞」5、「自転車・バ

イク」3、「空き家（やそれに伴う蚊の発生）」3、その他

が 3であった。 
 つぎに路地に関する意見の概要を把握するため、得ら

れたキーワードを基に対応分析を行い、得られた成分ス

コアをもとに構成要素のクラスター化を行った。結果、

12 のクラスターが抽出された註2）（図2参照）。 
構成されるキーワードから各クラスターの概念を解

釈し、さらに図中の近接状況より主に 5 つのグループ、

『路面について』、『表出物等の状態』、『生活の場・整備 
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 また、30歳代と 40歳代は近接しており、このグルー

プの頻出キーワードは、「車」、「通る」、「危険」等である 
 80 歳代は他世代とは離れた位置にプロットされ、「近

所」、「枯葉」、「掃除」、「緑」、「楽しさ」等のキーワード

が頻出した。「楽しさ」の示す対象は何かを探るため、「楽

しさ」が記述されたテキストからその対象を調べた。そ

の結果、4つあげられ、「鉢植えの花」、「毎日を（楽しむ）」、

「（路地を）通る園児を」、「生活を」との回答であった。 
 
４．まとめ 

図 2 自宅前の路地に関する意見の概要  自宅前の路地は、公的と私的の両方の雰囲気を持ち合

わせる場である。私的な所有物である「鉢植え」、「自転

車」等のあふれ出しの存在が頻出キーワードの「多い」

の対象としてあげられた。鉢植えの緑は良い点もある一

方で、犬や猫の「糞」と同様に、路地における落ち葉な

どの掃除の大変さが回答されていた。また、「多い」の対

象としては、「交通量」が最も多く、特に年齢層別にみる

と、30 代、40 代の子育て世代において「危険」という

キーワードと共に頻出している。狭い生活道路だからこ

そ、車の通行に関して子供に対する危険を不安視した回

答が多いのではないかと考えられる。 

 

状況』、『緑の状態』、『路地の明暗』が整理された。代表

される構成キーワードと合わせて考えると、路地という

場に存在する物に対する評価や状態についての言及が多

いことが示される。路地に存在する物としては、具体的

には、「鉢植え」、「バイク」、「自転車」等のあふれ出す表

出物がキーワードにあげられている。また、その設置場

や状態にかかわる「軒下」や「マナー」、「きれい」等の

キーワードがあげられる。その他、「電柱」、「子供」、「遊

び」、「花」、「イヌ」といった路地で見られる要素が多い。 
（2）属性による意見の差異  路地に関する意見としては、表出物を含めた路地環境

の状態を示す言及が多く、問題点や評価点が把握できた。

個人属性による差異も合わせて住民の意見の概要を捉え

ることができ、今後の環境整備について検討する資料と

なると考えられる。 

 自宅前の路地に関する意見として、（1）にて主要な概

念が分類されたが、個人属性により言及内容が異なる可

能性がある。そこで、つぎに年齢層別に抽出されたキー

ワードの違いを検討した。 
  抽出されたキーワードの対応分析の布置パターンと年

齢層との関連をプロットした（図 3 参照）。20 歳未満と

20 歳代は回答者数が少ないことから、回答の安定性の低

さがあると考えられるが、50 歳代・60歳代・70歳代の

回答グループに近接しており、20前後の若年層の回答者

は親世代の考えや意見の影響を受けやすいのではないか

と推測される。このグループのあげたキーワードとして

は、「家」、「狭い」、「車」、「掃除」、「（犬の）糞」、「落ち

葉」、「鉢植え」等のキーワードが多い。 

補註 

註1） 路地とは4m以下の幅員を示す場合やコミュニティの分要

素として10mを閾値としてみる場合など定義はさまざまあ

るが、本調査では、幹線道路を除き、居住環境における1m

以下の通りから 10m 意未満の通りまでを対象としている。 

註 2） クラスター解析の結果、12 のクラスターで寄与率 37.6％

と高くはない。路地という環境の全体を捉えるためには、さ

らに多様な因子の把握が必要である。 
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図 3 年齢とキーワードの対応  
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